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■ 授業計画を立てるにあたって

　パーソナル・コンピュータとインターネット高速回線が爆発的に普及する昨今において、家庭内においてもその恩恵を享受できる環境が整いつつある。 すなわち、各家庭にパーソナル・コンピュータとインターネット高速回線が行き渡り始め、関連する企業がインフラや製品、サービスを幅広く提供し始めている。 このような中で教育機関におけるコンピュータ教育でこれまでと決定的に変わった点は、生徒・学生が教育機関で初めてコンピュータを触るという体験をするシチュエーションが減り、むしろそれまでにコンピュータを家庭内でコンピュータに触りあるいは使いこなしてきた生徒・学生が、改めて教育機関で 0 から習い始めるという効率の悪い教授法が繰り返されてしまうことになる。

　昨今の SFC においてもこの影響が少なからず出始めているように、SA を担当していると思えてくる。 1 年生の春学期に行われる情報処理の実習ではこれまでネットワークに関するあらゆる事を UNIX 上で行い、その仕組みの根底からの理解を得るカリキュラムが組まれていたが、これは家庭でコンピュータやインターネットを使ったことがない学生にとっては UNIX を使う意義が説明されなくても、珍しかったがために非常に興味を持ちながら知識を吸収していた。 ところが既に家庭でコンピュータとインターネットに親しんできた学生にとっては、UNIX で行う必要性に大きな疑問を感じそれが説明されないまま授業が進行していくことで、UNIX を習いながらも Windows 上のメールソフトやウェブ・メール (ウェブサイト上のみでメールの送受信などの操作が行えるメールサービス) でメールを扱い、シェルのコマンドなどを実用しないままカリキュラムを修了するような学生が非常に増えている。

　この現状での問題点は、教育目標である (と私は理解している) 「UNIX を使ってコンピューティングに親しむことでネットワークの概念を理解する」 が全く達成されていないことだけでなく、他の学校などで重点的に教育するようカリキュラムに組まれている Microsoft Office などのビジネス・アプリケーションすら使いこなすことが出来ない学生が大量に SFC で生み出されてしまっている点である。

　ある授業で SA を担当している際、Microsoft Word (ワード・プロセッサ・アプリケーション) で作成されたレポートに貼り付けられた表の足し算の合計が全く間違っていた。 この学生に尋ねたところ、Microsoft Word 上で表組みを作り、数値を手元の計算機で計算して答えを記入して作成した、と答えた。 もしビジネス・アプリケーションの使用方法が教育されているならば、Microsoft Excel (表計算アプリケーション) で表を作成して足し算をソフトにやらせ、その表を Microsoft Word の文書に貼り付けるように作成するはずである。 表計算アプリケーションを使った簡単な統計解析や、プレゼンテーション・スライドを作成するなどのスキルも、そのようなスキルが必要な授業を履修して初めて必要性を感じて非常に長い時間をかけて独学するという学生が多かった。

　今後も進行する情報化社会、家庭への情報ツール・端末の普及を考えると、インフラ面などで非常に高いアドバンテージを有する SFC から、それらを全く使いこなすことが出来ない学生が輩出されてしまうことになりかねない。 SFC のみならず、インフラを整備した学校がそのインフラを使いこなす人材を育成するためにはどのようなカリキュラムが必要であるか、早急に考える必要がある。

　そのような視点に立った上で、「コンピュータ・リテラシに関する授業計画」 を作成した。

■ 教育目的

　コンピュータを、1) 日常生活のツール、2) コミュニケーション・ツール、3) クリエイティブな思考の補助ツール、4) 情報発信のツールとして、使用できるようにする。 1) に関してはコンピュータに全く触ったことがない人

■ 教育目標

　4 つのテーマが必要となる背景やその必要性を提示した上で、テーマに沿ったスキルを身につける。

1) コンピュータの起動、タッチタイピング、マウス操作、ファイル・ディレクトリ操作、印刷、ネットワーク・コンピューティング

2) 電子メールのマナー、電子メールの送受信、インスタント・メッセンジャー、テレビ会議、チャット

3) 表計算による数値処理、画像加工 (Photoshop)、画像・作図処理 (Illustrator)、階層化思考 (Microsoft Word、Microsoft Excel)、個人データベース作成

4) HTML 作成、レポート作成 (Microsoft Word)、プレゼンテーション作成 (Microsoft PowerPoint)

■ 授業計画

　授業は 4 つの目的を順番に認定方式で積み上げていくカリキュラムの元に行われるようにする。 授業では必ず、何らかの目的に対処する形で設計され、これらを達成出来るようになる能力を認定のための必要条件とする。 ステップは、以下の通りである。

1) - 1: コンピュータでインターネットから情報を調べる

　・コンピュータの電源を入れ、使える状態にする

　・キーボードから URL を入力し、Yahoo! のウェブサイトへ移動する

　・検索結果をマウスで選び出す

　・行き当たったウェブサイトを印刷する

1) - 2: ファイルに保存する

　・ディレクトリ・ファイルの概念

　・ディレクトリ・ファイルの移動・コピー

　・ネットワークの概念

　・ネットワーク上のファイルの移動・コピー

1) -3: 素早く文章を打つ

　・大量の文書を素早く入力する

2) -1: 電子メールを送る

　・電子メールのマナー

　・電子メールを設定する

　・電子メールを作成する

　・電子メールを送受信する

2) - 2: 電子メールを分類する

　・個人のアドレス、メーリングリストの違い

　・添付ファイルを送信する

　・フィルタ受信をする

　・返信・転送・複数の宛先への送信

2) - 3: 様々なツールでコミュニケーションする

　・インスタント・メッセンジャーを使う

　・テレビ会議を体験する

　・チャットを行う (タッチタイピングの練習)

3) - 1: 情報を大量に扱う

　・表計算で数値の計算・分析行う

　・表計算を使った簡易データベースを作る

3) - 2: デジタルカメラで撮影した画像を利用する

　・画像データの種類 (ベクター・ラスターの違い、形式の違い)

　・画像と色彩の関係

　・画像を効果的に見せる処理

3) - 3: 画像や図形を用いた図表を作る

　・画像を配置する

　・図形を使ってプロット図を作る

　・文字を配置する

3) - 4: コンピュータを使って考える

　・階層化構造の使用方法

　・階層化構造の作図をする

　・階層化構造で文章を作る

　

4) - 1: 自己紹介のホームページを作る

　・サーバとブラウザの概念

　・HTML プログラミング

　・ホームページ用の画像の用意


4) - 2: レポートを書く

　・ワード・プロセッサソフトを使う

　・図表を挿入する

　・章や項目を用いた読みやすい文書を書く

4) - 3: プレゼンテーション作成

　・スライドを作る

　・図表を挿入する

　・効果的な発表を行う

■ 授業内容

　1 回の授業の例を 「4) - 2: レポートを書く」 を取り上げてシュミレーションする。 授業ではなるべく学生が自分で考えて行うように、教員は作業の環境を整備することに重点を置く。

· まず問題提起として、レポートを書かなければならないというシチュエーションを与える。

· レポートの書式 (タイトルを大きく、名前・学籍番号は右寄せ、章立ての文章、数値の表を挿入する) を併せて条件とする。

· 使用するワード・プロセッサを紹介し、起動する。 この際教員のコンピュータの画面が教室に大きく投影され、参照できるようにしておく。

· その後、教員からあまり指示を出さず、作業時間として10分ずつとり、学生はその時間ごとに作業を進める。 使用方法などは過去の授業から推測する、友人に尋ねるなど、教員からの指示はなるべくしない。

· 10分ずつ教員はヒントを出す。 表の挿入については過去の 「3」 - 1: 情報を大量に扱う」、章立てでの文章組み立てについては 「3」 - 4: コンピュータを使って考える」 を紹介し、応用さる。

· 教員はステップを設定し、10 分ずつでそのステップを満たしていない学生をフォローする。

· 90 分でこの課程をクリアしてもらい、宿題として同様の別の課題を提示する。

■ マップ

　別紙添付。

以上

